
一一
体体
改改
革革
でで
地地
方方
へへ
要要
請請

総
務
大
臣
・
六
団
体
会
合

市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

関
谷
博
・
下
関
市
議
会
議
長
）
は

２
月
１０
日
、
平
成
２３
年
度
の
上
半

期
経
理
状
況
を
説
明
し
た
の
ち
、

藤
原
美
佐
保
・
監
事
（
大
館
市
議

会
議
長
）
が
監
査
結
果
を
報
告
し

た
。
ま
た
、
議
案
審
議
で
は
「
２４

年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
」

「
訴
え
の
提
起
」
を
議
題
と
し
、

原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

事
業
計
画
案
で
は
、
年
金
な
ど

の
給
付
に
要
す
る
費
用
へ
充
当
す

る
「
市
負
担
金
率
」
に
つ
い
て
、

標
準
報
酬
月
額
の
５７
・
６
％
と
し

た
。
地
方
議
員
年
金
制
度
は
廃
止

さ
れ
た
も
の
の
、
既
に
年
金
を
受

給
し
て
い
る
者
へ
給
付
を
継
続
す

る
た
め
の
資
金
へ
充
当
す
る
。

訴訴
訟訟
のの
提提
起起
もも
議議
題題
にに

市
負
担
金
は
「
地
方
公
務
員
等

共
済
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
い
わ
ゆ
る
廃
止
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
負
担
金
率
が
総
務
省

令
で
毎
年
定
め
ら
れ
る
。
市
議
会

議
員
共
済
会
の
給
付
事
業
は
現

在
、
各
市
の
負
担
金
で
支
え
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
全
国
で
唯
一
、

安
中
市
だ
け
は
負
担
金
の
支
払
い

を
拒
ん
で
い
る
。

安
中
市
が
２３
年
度
中
に
支
払
う

べ
き
額
お
お
む
ね
１
億
円
は
、
共

済
会
の
代
議
員
会
開
催
の
時
点
で

も
未
納
の
ま
ま
。
安
中
市
長
は

「
市
議
会
が
負
担
増
の
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
な
い
」
と
し
、
支

払
い
拒
否
の
姿
勢
を
貫
く
構
え
を

み
せ
て
い
る
。

代
議
員
会
の
決
定
を
経
て
共
済

会
で
は
、
未
納
金
の
納
付
期
限
を

２
月
２０
日
に
設
定
し
、
期
限
ま
で

に
納
付
さ
れ
な
い
の
な
ら
、
負
担

金
請
求
の
訴
え
を
東
京
地
裁
へ
提

起
す
る
方
針
を
固
め
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

関
谷
博
・
下
関
市
議
会
議
長
）
は

２
月
９
日
、
東
京
・
日
本
都
市
セ

ン
タ
ー
で
第
９２
回
評
議
員
会
を
開

催
し
、
各
委
員
会
の
代
表
が
１
年

間
に
お
け
る
活
動
の
成
果
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
平
成
２４
年
度
本

会
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
を
審
議

し
決
定
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
関
谷
会
長
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
の
ち
、
川
端
達

夫
・
総
務
大
臣
の
来
賓
あ
い
さ
つ

を
黄
川
田
徹
・
総
務
副
大
臣
が
代

読
。
続
け
て
黄
川
田
副
大
臣
に
よ

る
講
演
に
入
り
、
「
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
素
案
の
概
要
」
を
解

説
し
た
。

素
案
は
１
月
６
日
、
政
府
・
与

党
が
開
い
た
社
会
保
障
改
革
本
部

で
決
定
。
平
成
２６
年
４
月
１
日
に

８
％
へ
、
２７
年
１０
月
１
日
に
１０
％

へ
、
消
費
税
率
を
２
段
階
で
引
き

上
げ
、
税
率
引
き
上
げ
分
に
つ
い

て
は
全
額
を
社
会
保
障
財
源
化
す

る
内
容
と
し
て
い
る
。
現
行
税
率

か
ら
５
％
引
き
上
げ
１０
％
と
な
っ

た
場
合
、
５
％
の
内
訳
は
国
３
・

４６
％
、
地
方
１
・
５４
％
で
配
分
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

政
府
は
素
案
に
基
づ
き
、
消
費

増
税
関
連
法
案
を
年
度
内
に
今
通

常
国
会
へ
提
出
し
た
い
考
え
。
黄

川
田
副
大
臣
は
、
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
を
進
め
る
た
め
に
は
国

民
理
解
が
必
要
と
し
た
う
え
で
、

国
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
地

方
の
協
力
が
必
要
だ
と
し
、
評
議

員
会
で
地
方
の
協
力
を
求
め
た
。

評
議
員
会
が
終
了
し
た
の
ち
関

谷
会
長
は
、
「
総
務
大
臣
・
地
方

六
団
体
会
合
」
へ
出
席
。
川
端
達

夫
・
総
務
大
臣
か
ら
改
め
て
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
に
対
す
る
協

力
を
求
め
ら
れ
た
。
合
わ
せ
て
川

端
総
務
相
は
「
地
方
消
費
税
収
の

使
途
の
明
確
化
」
な
ど
を
柱
と
す

る
検
討
事
項
案
を
示
し
、
地
方
の

意
見
を
求
め
た
。

六
団
体
側
は
、
引
き
上
げ
分
の

地
方
消
費
税
収
に
つ
い
て
「
使
途

を
法
律
上
明
記
す
る
こ
と
は
、
納

税
者
の
理
解
を
得
る
観
点
か
ら
理

解
で
き
る
」
と
し
た
う
え
で
、
明

記
す
る
に
あ
た
っ
て
は
地
方
単
独

事
業
を
含
め
、
自
治
体
の
裁
量
が

発
揮
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
が

重
要
と
主
張
。
大
筋
で
主
張
の
と

お
り
合
意
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1824号２月２５日平成24年
（2012年）

本本
会会
のの
第第
９９２２
回回
評評
議議
員員
会会

共共
済済
会会
がが
代代
議議
員員
会会

社会保障・税一体改革で
黄川田総務副大臣が講演

２４
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
決
定

開
会
あ
い
さ
つ
す
る
関
谷
会
長

（１） 平成２４年２月２５日 第１８２４号
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都
市
行
政
問
題
研
究
会
は
２
月
７
日
、
第
９５
回
総
会
で
報
告
書
を

取
り
ま
と
め
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
都
市
の
地
域
再
生
戦
略
」
。
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
を
「
市
民
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
」
と
題
し
、
中
央
と

地
方
の
財
政
力
格
差
が
広
が
る
な
か
、
歴
史
や
文
化
、
地
理
的
条
件

の
異
な
る
各
都
市
が
、
各
地
域
な
ら
で
は
の
条
件
を
活
用
し
た
地
域

再
生
へ
の
道
を
探
っ
た
。
模
索
し
た
再
生
へ
の
処
方
箋
は
、
全
５
章

で
構
成
さ
れ
る
報
告
書
の
う
ち
第
�
章
に
提
言
と
し
て
掲
げ
、
都
市

そ
し
て
議
会
が
い
か
な
る
地
域
再
生
戦
略
を
打
ち
出
し
て
い
く
べ
き

か
綴
っ
て
い
る
。
本
紙
で
は
今
回
、
報
告
書
が
網
羅
し
た
合
計
２９
項

目
に
わ
た
る
提
言
の
う
ち
、
特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
提
言
を
紹
介
す
る
。

総
務
省
統
計
局
が
調
べ
た
「
人

口
推
計
」
に
よ
る
と
平
成
２１
年
１０

月
１
日
現
在
で
、
総
人
口
の
１０
・

１
％
を
占
め
る
１
２
８
６
万
８
０

０
０
人
が
東
京
都
に
居
住
し
て
い

る
。
都
市
圏
別
で
み
た
場
合
、
東

京
圏
（
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
埼

玉
県
・
千
葉
県
）
に
は
３
５
０
８

万
人
が
居
住
し
、
総
人
口
の
２７
・

５
％
を
占
め
て
い
る
。
名
古
屋
圏

（
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
）
と

大
阪
圏
（
大
阪
府
・
兵
庫
県
・
京
都

府
・
奈
良
県
）
を
合
わ
せ
た
３
大

都
市
圏
合
計
で
は
６
４
８
６
万
４

０
０
０
人
と
な
り
、
人
口

の
５０
・
９
％
が
３
大
都
市

圏
に
集
中
し
て
い
る
。

３
大
都
市
圏
へ
の
人
口

集
中
は
裏
返
せ
ば
地
方
圏

か
ら
の
人
口
流
出
で
あ

り
、
地
方
都
市
に
お
け
る

「
人
材
空
洞
化
」
に
拍
車

を
掛
け
る
。
人
口
流
出
を

食
い
止
め
る
と
と
も
に
、

３
大
都
市
圏
の
住
民
に
対
し
地
方

都
市
へ
の
居
住
を
選
択
肢
と
し
て

提
供
し
、
地
方
圏
に
向
け
た
人
口

の
流
れ
を
新
た
に
創
出
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
。

都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
移
住
が

進
め
ば
人
口
を
分
散
化
さ
せ
る
う

え
で
最
も
有
効
だ
が
、
一
人
ひ
と

り
の
価
値
観
が
変
わ
ら
な
い
限
り

地
方
圏
へ
の
人
口
分
散
化
は
困
難

な
こ
と
。
な
ら
ば
と
都
市
研
の
報

告
書
で
は
「
二
地
域
居
住
」
に
注

目
を
寄
せ
た
。
「
二
地
域
居
住
」

と
は
都
会
に
暮
ら
す
住
民
が
、
週

末
や
年
間
の
一
定
期
間
を
農
山
漁

村
で
過
ご
す
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
。
１７
年
に
国
土
交
通
省
の

「
二
地
域
居
住
人
口
研
究
会
」
が

提
唱
し
た
。
同
研
究
会
の
報
告
に

よ
れ
ば
、
１７
年
で
約
１
０
０
万
人

（
都
市
人
口
比
２
・
５
％
）
、
２２

年
で
約
１
９
０
万
人
（
同
４
％
）
、

３２
年
で
約
６
８
０
人
（
同
１７
％
）
、

４２
年

で
１
０
８
０
万

人
（
同
２９

％
）
が
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
選
ぶ
と
見
込
む
。
都
市
研
の

報
告
書
で
は
国
へ
、
「
二
地
域
居

住
」
の
推
進
に
向
け
た
新
た
な
制

度
の
構
築
を
提
案
し
て
い
る
。

財
政
面
か
ら
地
域
間
格
差
を
是

正
す
る
た
め
、
報
告
書
で
は
地
方

交
付
税
の
算
定
方
式
に
も
踏
み
込

む
。
交
付
税
本
来
の
機
能
で
あ
る

「
財
源
保
障
機
能
」
「
財
源
調
整

機
能
」
の
強
化
が
欠
か
せ
な
い
と

判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
。
今
後
も

財
政
力
の
弱
い
自
治
体
が
安
定
的

な
財
政
運
営
を
確
保
し
て
い
く
た

め
に
は
、
抜
本
的
な
交
付
税
制
度

の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
と
説
く
。

報
告
書
で
は
、
地
方
交
付
税
の

算
定
根
拠
と
な
っ
て
い
る
人
口
割

の
要
素
に
、
「
第
１
居
住
地
域
」

だ
け
で
な
く
「
第
２
居
住
地
域
」

を
認
め
て
は
ど
う
か
と
提
案
す

る
。
「
第
１
居
住
地
域
」
は
６
割
、

「
第
２
居
住
地
域
」
は
４
割
を
人

口
割
の
要
素
に
加
え
る
、
い
わ
ば

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
人
口
版
と

も
い
え
る
制
度
だ
。
配
分
割
合
は

仮
置
き
の
数
値
と
し
た
。

「
二
地
域
居
住
」
の
推
進
と
合

わ
せ
、
「
第
２
居
住
地
域
」
の
制

度
を
導
入
す
れ
ば
、
各
自
治
体
は

「
第
２
居
住
地
域
に
選
ん
で
も
ら

う
」
た
め
、
様
々
な
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
政
策
づ
く
り
に
邁
進
す

る
だ
ろ
う
と
報
告
書
で
は
予
想
す

る
。
さ
ら
に
都
市
圏
に
住
む
人
々

は
「
第
２
居
住
地
域
」
と
し
て
地

方
圏
を
選
択
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
と
し
、
交
付
税
が
「
第
２
居

住
地
域
」
へ
流
れ
、
地
域
経
済
が

活
性
化
す
る
可
能
性
を
指
摘
す

る
。
経
済
の
活
性
化
は
企
業
や
人

の
新
た
な
流
れ
を
創
出
す
る
。
財

政
の
地
域
間
格
差
是
正
に
結
び
つ

き
、
結
果
と
し
て
人
口
の
分
散
化

が
進
展
す
る
と
目
論
む
。
好
循
環

が
期
待
で
き
る
税
財
政
改
革
だ
と

報
告
書
で
は
主
張
す
る
。

な
お
、
報
告
書
作
成
に
あ
た
り

都
市
研
で
は
現
地
調
査
や
加
盟
市

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ほ
か
、
学
識

経
験
者
を
交
え
た
座
談
会
を
２３
年

８
月
２４
日
に
開
催
し
た
。
「
第
２

居
住
地
域
」
の
構
想
は
、
座
談
会

に
出
席
し
た
牧
瀬
稔
（
財
）
地
域

開
発
研
究
所
主
任
研
究
員
か
ら
提

案
さ
れ
た
。
住
民
基
本
台
帳
の
人

口
に
の
み
と
ら
わ
れ
る
必
要
は
な

い
と
す
る
牧
瀬
氏
の
主
張
は
画
期

的
と
い
え
る
。

「
都
市
行
政
問
題
研
究
会
」

同
研
究
会
は
、
昭
和
３２
年

１１
月
１４
日
に
都
市
行
政
の
諸
問
題

に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
及
び
資

料
、
情
報
の
交
換
等
に
よ
り
都
市

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
た
。
人
口
が
概
ね
２５

万
人
以
上
の
都
市
で
構
成
。
現

在
、
８７
市
議
会
議
長
が
加
盟
し
て

い
る
。
同
研
究
会
で
は
市
政
発
展

を
目
的
と
し
て
、
調
査
研
究
テ
ー

マ
を
決
定
し
２
年
毎
に
報
告
書
を

ま
と
め
て
い
る
。

２２
年
・
２３
年
度
の
調
査
研
究
テ

ー
マ
は
「
都
市
の
地
域
再
生
戦

略
」
。
同
テ
ー
マ
の
も
と
、
総
会

や
役
員
会
、
調
査
監
事
会
に
お
い

て
協
議
、
検
討
を
重
ね
る
と
と
も

に
、「
座
談
会
」
や
「
現
地
調
査
」
、

「
加
盟
市
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
な

ど
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
き

た
。
２
年
間
に
及
ぶ
事
業
が
結
実

し
、
報
告
書
で
は
ア
イ
デ
ア
段

階
、
試
行
段
階
の
も
の
も
含
め
２９

項
目
に
及
ぶ
地
域
再
生
戦
略
を
提

言
と
し
て
掲
載
。
関
係
資
料
等
を

含
め
報
告
書
は
３
３
０
ペ
ー
ジ
と

重
厚
な
も
の
に
な
っ
た
。

提
言
内
容
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
国
は
も
と
よ
り
、
地
方
自
治

体
や
市
民
、
民
間
企
業
等
々
、
都

市
の
地
域
再
生
に
取
り
組
む
関
係

者
の
関
心
を
高
め
、
地
域
再
生
に

向
け
た
政
策
議
論
が
各
都
市
で
活

発
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
。

報
告
書
の
サ
ブ
テ
ー
マ
で
あ
る

「
市
民
の
明
る
い
未
来
」
の
礎
と

な
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

解説

〜
市
民
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
〜

特 集

都都
市市
のの
地地
域域
再再
生生
戦戦
略略

都
市
研
が
９５
回
総
会
で
取
り
ま
と
め

二
地
域
居
住
の
推
進
を

第
２
居
住
地
域
を
提
案

三
井
幸
雄
・
旭
川
市
議
会
議
長（
都
市
研
前
会
長
）

第１８２４号 平成２４年２月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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▼
議
長

▽
桑
名

安
藤
寛
雅
（
１２
・
６
）

▽
観
音
寺

森
谷
政
義
（
１２
・
６
）

▽
阿
南

山
崎
雅
史
（
１２
・
７
）

▽
小
美
玉

村
田
春
男
（
１２
・
９
）

▽
桶
川

市
川
幸
三
（
１２
・
１２
）

▽
五
條

益
田
吉
博
（
１２
・
１６
）

▽
朝
霞

利
根
川
仁
志
（
１２
・
１８
）

▽
甲
州

夏
八
木
盛
男
（
１２
・
１９
）

▽
立
川

佐
藤
寿
宏
（
１２
・
２０
）

▽
東
温

安
井
浩
二
（
１２
・
２０
）

▽
下
妻

増
田
省
吾
（
１２
・
２２
）

▽
松
戸

田
居
照
康
（
１２
・
２２
）

▽
柳
井

石
丸
東
海
（
１２
・
２２
）

▽
鳴
門

山
本

秀
（
１２
・
２２
）

▽
南
九
州

森
田
隆
志
（
１２
・
２７
）

▽
上
尾

岡
田
武
雄
（
１
・
６
）

▽
岩
沼

�
橋
孝
内
（
１
・
１２
）

▽
八
千
代

江
野
澤
�
之
（
１
・
１８
）

▽
名
取

山
田
龍
太
郎
（
２
・
１
）

▼
副
議
長

▽
桑
名

渡
邉
清
司
（
１２
・
６
）

▽
観
音
寺

大
平
直
昭
（
１２
・
６
）

▽
阿
南

住
友
利
広
（
１２
・
７
）

▽
小
美
玉

戸
田
見
成
（
１２
・
９
）

▽
桶
川

臼
田
喜
之
（
１２
・
１２
）

▽
五
條

吉
田
雅
範
（
１２
・
１６
）

▽
朝
霞

大
橋
正
好
（
１２
・
１８
）

▽
甲
州

佐
藤
大
輔
（
１２
・
１９
）

▽
金
沢

宮
崎
雅
人
（
１２
・
２０
）

▽
七
尾

垣
内
武
司
（
１２
・
２０
）

▽
立
川

岩
元
喜
代
子
（
１２
・
２０
）

▽
東
温

片
山
益
男
（
１２
・
２０
）

▽
下
妻

中
山
政
博
（
１２
・
２２
）

▽
松
戸

山
沢

誠
（
１２
・
２２
）

▽
恵
那

柘
植
弘
成
（
１２
・
２２
）

▽
柳
井

山
本
達
也
（
１２
・
２２
）

▽
鳴
門

宮
崎
光
明
（
１２
・
２２
）

▽
南
九
州

今
吉
賢
二
（
１２
・
２７
）

▽
上
尾

橋
北
富
雄
（
１
・
６
）

▽
岩
沼

布
田
一
民
（
１
・
１２
）

▽
八
千
代

山
口

勇
（
１
・
１８
）

▽
名
取

丹
野
政
喜
（
２
・
１
）

▼
事
務
局
長

▽
東
大
阪

伊
藤
�
保
（
１１
・
２９
）

▽
練
馬

西
村

奨
（
１
・
１
）

地
域
再
生
戦
略
を
練
る
う
え
で

報
告
書
は
、
２
つ
の
点
が
重
要
だ

と
指
摘
す
る
。
１
つ
目
は
「
常
識

に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
」
、
２
つ

目
は
「
実
行
し
な
け
れ
ば
何
も
始

ま
ら
な
い
こ
と
」
。
そ
し
て
、
た

と
え
ア
イ
デ
ア
段
階
や
試
行
段
階

で
あ
っ
て
も
▽
や
れ
る
こ
と
は
全

て
や
る
▽
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
に

行
動
に
移
し
具
体
化
す
る
―
―
こ

の
２
つ
の
ス
タ
ン
ス
で
地
域
再
生

へ
取
り
組
ん
で
み
た
ら
ど
う
か
と

推
奨
す
る
。

報
告
書
で
は
第
９２
回
総
会
講
演

録
（
開
催
日
�
２２
年
８
月
２３
日
）

の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
。
演
台

に
立
っ
た
坂
東
元
・
旭
川
市
旭
山

動
物
園
長
の
言
葉
を
紹
介
す
る
こ

と
で
、
常
識
に
捉
わ
れ
な
い
発
想

を
持
ち
、
す
ぐ
に
行
動
す
る
こ
と

の
有
用
性
を
生
の
声
で
示
し
た
か

っ
た
た
め
だ
。
坂
東
氏
は
講
演
で

「
市
の
常
識
の
中
で
や
っ
て
い

て
、
う
ち
み
た
い
な
動
物
園
が
生

ま
れ
る
わ
け
が
な
い
」
と
語
っ
て

い
る
。
資
金
的
な
余
力
が
な
い
状

況
で
「
な
い
か
ら
で
き
な
い
」「
こ

れ
が
あ
れ
ば
で
き
る
」
と
言
っ
て

も
意
味
が
な
い
。
思
い
つ
い
た
ら

行
動
し
、
何
か
し
て
み
る
こ
と
が

自
分
達
の
原
点
だ
っ
た
と
振
り
返

る
。
行
動
の
積
み
重
ね
が
今
の
動

物
園
を
作
り
上
げ
た
。
旭
山
動
物

園
の
成
功
事
例
は
、
今
さ
ら
説
明

の
必
要
が
な
い
だ
ろ
う
。

報
告
書
の
提
言
は
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
あ
り
方
に
ま
で
及
ぶ
。
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
す
自

治
体
が
増
え
て
い
る
も
の
の
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
自
体
が
目
的
化
し
て

い
る
自
治
体
は
少
な
く
な
い
と
報

告
書
で
は
指
摘
す
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
は
、

あ
く
ま
で
「
手
段
」
で
あ
り
「
目

的
」
で
は
な
い
。
自
治
体
に
と
っ

て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
、
他
の
地
域

か
ら
住
民
や
企
業
な
ど
を
獲
得
す

る
「
目
的
」
へ
の
「
手
段
」
。
さ

ら
に
、
既
存
の
住
民
や
企
業
な
ど

へ
地
域
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を

抱
か
せ
、
他
地
域
へ
の
流
出
を
防

ぐ
「
目
的
」
達
成
の
「
手
段
」
で

も
あ
る
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
が
成

功
す
れ
ば
、
住
民
の
生
活
水
準
は

間
違
い
な
く
上
が
る
と
い
う
。
自

治
体
の
根
本
に
あ
る
目
的
「
住
民

の
福
祉
の
向
上
」
を
達
成
す
る
た

め
に
も
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推

進
を
報
告
書
で
は
勧
め
て
い
る
。

な
お
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
に

あ
た
り
報
告
書
で
は
「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
」
が
大
切
だ
と
力
説
す
る
。

他
の
都
市
と
の
明
確
な
「
違
い
」

を
作
れ
な
け
れ
ば
、
「
都
市
間
競

争
」
の
激
化
を
招
く
だ
け
と
注
意

を
喚
起
す
る
。
牧
瀬
稔
氏
に
よ
れ

ば
ブ
ラ
ン
ド
は
「
違
い
」
を
作
る

こ
と
に
神
髄
が
あ
る
そ
う
だ
。
全

自
治
体
が
違
う
取
り
組
み
を
進
め

れ
ば
、
対
象
と
す
る
市
場
や
層
が

重
な
る
こ
と
は
な
い
。
「
違
い
」

を
意
識
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
が
鍵
と
い
え
る
。

議議
会会
人人
事事

【特集】

都市研の報告書
提言の概要紹介

各市のニュースを募集

「全国市議会旬報」では、各市のニュ
ースを募集しています。
全国の自治体の中でも先進的な取り組

み、ユニークな条例、自慢のイベント、
地域のお祭りなど、お寄せいただく情報
のジャンルは問いません。
ご提供いただいた情報につきまして

は、本紙編集担当職員が記事を作成し、
議会ニュースあるいは市政ニュースとし
て紙面で紹介いたします。
本紙をＰＲの場として活用されてみて

はいかがでしょうか。
（問合せ先）
全国市議会議長会調査広報部
旬報担当 松下・三関まで�０３（３２６２）２３０９

枠
に
は
め
な
い
発
想
で

地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
手
段

（３） 平成２４年２月２５日 第１８２４号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員
長
�
藤
井
昌
之
・
安
芸
高
田
市
議
会
議

長
）
は
２
月
１３
日
、
地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�
長
野
勉
・
深
川

市
議
会
議
長
）
は
２
月
１５
日
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で

平
成
２３
年
度
の
活
動
を
総
括
す
る
委
員
会
を
開
催
し
た
。
２３
年
度
の

両
委
は
昨
年
６
月
、
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
で
開
か
れ
た
本
会
の
第

８７
回
定
期
総
会
で
発
足
。
７
月
の
会
議
で
は
所
管
事
項
に
関
す
る
要

望
を
ま
と
め
、
１１
月
の
会
議
で
は
改
訂
版
と
な
る
要
望
を
ま
と
め
、

会
議
終
了
後
に
は
要
望
項
目
の
実
現
に
向
け
関
係
各
方
面
へ
要
請
活

動
を
展
開
し
て
き
た
。
今
月
１３
日
と
１５
日
の
会
議
で
両
委
は
、
活
動

の
成
果
を
協
議
し
要
望
結
果
の
概
要
と
し
て
ま
と
め
た
。
両
委
の
要

望
結
果
は
、
５
月
２３
日
開
催
の
第
８８
回
定
期
総
会
で
報
告
さ
れ
る
。

地
方
財
政
委
員
会
は
平
成
２３
年

度
を
通
じ
、
政
府
や
国
会
な
ど
関

係
先
へ
地
方
財
政
の
充
実
強
化
を

訴
え
て
き
た
。
同
委
が
活
動
を
展

開
し
て
き
た
要
望
項
目
の
柱
は
▽

地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
▽
都

市
税
源
等
の
充
実
強
化
▽
地
方
債

資
金
の
所
要
額
の
確
保
等
▽
地
方

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
等
▽
国

庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化
―

―
の
５
本
。
「
地
方
一
般
財
源
総

額
の
確
保
」
に
つ
い
て
は
地
方
交

付
税
の
増
額
の
ほ
か
、
「
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
」
に
お
け
る
地

方
税
財
源
、
子
ど
も
に
対
す
る
手

当
な
ど
、
地
方
財
政
の
根
幹
を
揺

る
が
す
大
き
な
課
題
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
き
た
。

第
１
２
７
回
委
員
会
で
は
２４
年

度
の
政
府
予
算
案
や
地
方
財
政
計

画
、
税
制
改
正
な
ど
を
用
い
、
同

委
の
要
望
に
対
す
る
成
果
を
整
理

し
た
。
同
委
の
活
動
が
結
実
し
、

地
方
交
付
税
は
出
口
ベ
ー
ス
で
総

額
１７
兆
４
５
４
５
億
円
。
対
前
年

度
比
８
１
１
億
円
の
増
額
確
保
と

な
り
、
５
年
連
続
で
増
額
確
保
を

果
た
す
成
果
を
得
た
。

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
で
は
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
分
５
％
の
配

分
が
最
大
の
焦
点
。
国
と
地
方
の

協
議
の
場
で
政
府
側
は
当
初
、
地

方
配
分
で
ゼ
ロ
回
答
を
続
け
、
交

渉
が
決
裂
す
る
寸
前
ま
で
事
態
が

緊
迫
し
て
い
た
。
本
会
を
は
じ
め

と
す
る
地
方
六
団
体
側
の
猛
反
発

で
、
最
終
的
に
政
府
側
が
譲
歩
。

５
％
の
う
ち
地
方
へ
１
・
５４
％
が

配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
協
議
の
場
で
は
、
子

ど
も
に
対
す
る
手
当
も
議
題
に
の

ぼ
り
協
議
の
結
果
、
国
と
地
方
の

費
用
負
担
を
１
対
１
と
す
る
当
初

案
を
政
府
側
は
撤
回
。
２４
年
度
以

降
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
国
と

地
方
の
費
用
負
担
を
２
対
１
と

し
、
負
担
割
合
を
恒
久
化
す
る
こ

と
で
決
着
し
た
。

２３
年
度
の
活
動
に
よ
り
多
く
の

成
果
を
得
ら
れ
た
が
、
地
方
交
付

税
な
ど
地
方
財
政
の
課
題
は
未
だ

山
積
し
て
い
る
。
地
方
一
般
財
源

総
額
の
確
保
を
は
じ
め
、
都
市
税

源
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
く
よ

う
同
委
で
は
、
翌
年
度
委
員
会
へ

申
し
送
る
こ
と
と
し
た
。

当
日
は
総
務
省
か
ら
、
自
治
財

政
局
の
黒
田
武
一
郎
・
財
政
課

長
、
自
治
税
務
局
の
北
崎
秀
一
・

企
画
課
長
が
出
席
し
、
所
管
事
項

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

第
１
４
３
回
建
設
運
輸
委
員
会

で
ま
と
め
た
平
成
２３
年
度
要
望
結

果
の
概
要
は
▽
自
然
災
害
対
策
▽

各
種
交
通
基
盤
整
備
▽
ま
ち
づ
く

り
▽
観
光
立
国
―
―
そ
れ
ぞ
れ
の

推
進
が
大
き
な
柱
。
そ
れ
ぞ
れ
の

柱
は
、
要
請
活
動
を
展
開
し
て
き

た
要
望
項
目
の
柱
で
も
あ
る
。

柱
の
う
ち
「
各
種
交
通
基
盤
整

備
の
推
進
」
で
は
、
道
路
や
新
幹

線
鉄
道
の
整
備
促
進
、
地
域
公
共

交
通
の
活
性
化
や
再
生
な
ど
各
項

目
が
並
ぶ
。
道
路
整
備
に
つ
い
て

同
委
で
は
、
供
用
延
長
を
は
じ
め

と
す
る
高
速
道
路
政
策
が
国
土
建

設
の
要
と
し
、
高
速
道
路
政
策
の

明
確
な
方
向
性
の
明
示
、
恒
久
財

源
の
確
保
を
求
め
て
き
た
。
２４
年

度
予
算
案
に
は
対
前
年
度
比
１
％

減
と
な
る
１
兆
３
２
５
２
１
億
円

が
計
上
さ
れ
た
。
公
共
事
業
関
係

予
算
が
減
少
す
る
な
か
、
減
少
幅

が
１
％
減
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は

同
委
の
成
果
。
供
用
延
長
に
つ
い

て
も
高
規
格
幹
線
道
路
で
、
新
規

事
業
箇
所
と
し
て
１３
カ
所
が
指
定

さ
れ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
着

実
な
整
備
の
推
進
が
望
ま
れ
る
。

高
規
格
幹
線
道
路
は
、
整
備
さ

れ
る
べ
き
１
万
４
０
０
０
�
の
う

ち
供
用
区
間
が
９
９
３
８
�
、
進

捗
率
は
未
だ
７
割
に
と
ど
ま
る
。

昭
和
６２
年
閣
議
決
定
の
「
第
四
次

全
国
総
合
開
発
計
画
」
、
平
成
１０

年
閣
議
決
定
の
「
２１
世
紀
の
国
土

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ

き
、
政
府
は
着
実
な
国
土
の
骨
格

と
な
る
高
速
陸
上
交
通
網
の
完
成

を
目
指
す
べ
き
。
２４
年
度
予
算
案

で
は
未
開
通
区
間
、
い
わ
ゆ
る
ミ

ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
に
向

け
、
対
前
年
度
比
９
％
増
の
３
６

６
３
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。
し
か

し
、
特
に
地
方
圏
で
の
道
路
整
備

は
現
下
の
経
済
情
勢
な
ど
も
あ

り
、
更
な
る
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
。
同
委
で
は
継
続
し

て
実
現
を
求
め
て
い
く
べ
き
と
判

断
し
、
翌
年
度
委
員
会
へ
重
点
的

な
要
望
項
目
と
し
て
申
し
送
っ

た
。当

日
は
国
土
交
通
省
道
路
局
の

安
藤
淳
・
環
境
安
全
課
長
、
内
閣

府
政
策
統
括
官
付
（
防
災
担
当
）

の
小
滝
晃
・
参
事
官
が
予
算
関
連

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

政政
府府
予予
算算
案案
へへ
要要
望望
反反
映映

左から高橋正美・副委員長（登別市）、藤井・委員長、安
藤淳・環境安全課長、土屋裕彦・副委員長（鎌ケ谷市）

建
設
運
輸
委
員
会
の
概
要

建
運
・
地
財
の
両
委
が
成
果
を
整
理

本 会

地
方
財
政
委
員
会
の
概
要

左から順に佐藤�・副委員長（米沢市）、長野・委員長、
黒田武一郎・財政課長、橋博・副委員長（近江八幡市）
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